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施工報告書のデータ流用問題に対するお詫びと今後の対応について 

 

この度、弊社の既製コンクリート杭の施工に関しまして、施主・元請の皆様からの調査

依頼約350件につきまして、調査を進めた結果、電流計データを流用するという事態が１件

判明いたしました。流用した理由につきましては、現場代理人が電流値の測定記録後に、

何らかの事情により紛失したものと判断しております。施工報告書のチェック体制につき

ましては、現場代理人が作成したものを、工事責任者がチェックし元請に提出いたします

が、電流データの流用は想定しておらず、工事責任者によるチェック項目に入っておりま

せんでした。 

今回のこのような事態が起き、施工記録の管理が十分でないことが明らかとなりました

ことで、関係者の皆様にご心配とご迷惑をおかけしましたことを、深く反省するとともに、

衷心よりお詫び申し上げます。 

なお、安全性への影響につきましては、いずれの杭も、支持層に達していることが確認

できており、データを流用したことに伴う基礎杭の安全性への影響は全くございません。 

 また現時点における弊社の再発防止策と施工報告書の調査状況につきましては下記のと

おりです。 

 

１．再発防止策について 

 現時点の対策として、施工現場において、全ての杭毎に掘削完了直後に電流計のデータ

を写真に収め、その後施工報告書の内容と照合してチェックすることといたします。 

 電流計に故障等の不具合が生じ、データの記録が正常に取れない状況となった場合は、

施工を中止し、元請管理者に報告のうえ、対処する事といたします。 

 

２．施工報告書の調査について 

 施工報告書の調査については、直近５年間の既製コンクリート杭埋め込み工法の全件を 

再調査し、電流計データの確認を行い、データの流用が判明した場合は、速やかに当該杭

の安全性の検証を行い、その結果をご報告いたします。 

 

なお、弊社の今年度の業績見通しにつきましては、調査を継続中でもあり、業績につい

ては見通せる見込みがつき次第ご報告申し上げる予定です。 
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